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１ 大田区子ども・若者計画とは 

 

〇計画策定の趣旨・背景 

次代を担うこどもたちが健やかに成長し、全てのこども・若者が希望を持ち未来を

切り拓いていける地域の実現は、大田区がこれからも発展を続けていく礎となるもの

です。 

こども・若者が生まれ育った環境に左右されることなく、様々な体験を積み、自立

の機会と活躍の場を得ることが必要であり、そのためには地域が一丸となってこど

も・若者の育成に関わることが重要となります。 

これまでの取組みの評価やこども・若者を取り巻く環境の変化を踏まえるととも

に、様々な課題に横断的に対応する区の総合的な指針を示すため、令和３年３月に

「大田区子ども・若者計画」（以下「本計画」という。）を策定しました。 

 

〇計画の期間 

令和３年度から令和７年度までの５年間 

 

〇計画の対象 

乳幼児期から青年期（０歳～29歳）、施策によってはポスト青年期（30歳～39歳）

を対象とします。 

 

〇計画の基本理念 

 【目指す青少年像】 

 “心身ともに健やかで、地域社会の一員としての自覚や 

    他者への思いやりの心と規範意識を持ち、自立的に行動できる青少年“ 

 

〇ホームページアドレス 

本計画の詳細は区のホームページからご確認いただけます。 

https://www.city.ota.tokyo.jp/kuseijoho/ota_plan/kobetsu_plan/

kodomo/kodomowakamonoplan.html 
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２ 計画期間を延長します 

 

〇計画期間延長の目的 

令和５年４月、こどもの最善の利益を考え、こどもに関する取組みや政策を社会の

真ん中に据えて強力に進めていくため、こども施策の基本理念や基本となる事項を定

めた包括的な基本法である「こども基本法」が施行されました。 

この「こども基本法」において、各自治体は、こども施策についての計画（以下、

「こども計画」という。）を策定することができることとされました。さらに、こど

も施策に統一的に横ぐしを刺し、住民にわかりやすいものとするため、各自治体が作

成するこども施策に関する計画と一体のものとして策定することができることとされ

ました。 

これを踏まえ、区では、令和７年４月に新たにこども未来部を設置し、こども施策

に関する計画である「大田区こども未来計画」、「大田区子ども・若者計画」及び「お

おた 子どもの生活応援プラン」をまとめて所管することとしました。そして、令和

９年度にこの３計画を統合し、こども基本法に基づく「こども計画」を策定（計画期

間は令和 10年度から開始）することとしました。 

 

現行の「大田区子ども・若者計画」は、計画期間が令和７年度までとなりますが、

「こども計画」の策定を見据え、計画期間を延長し、令和９年度までとします。その

うえで、令和 10年度から開始する「こども計画」に先行して取り組むこども・若者

施策の方向性を掲げていきます。 

そして、この取組みを通じて、すべてのこども・若者が将来にわたって幸福な生活

を送ることができる「こどもまんなか社会」を実現していきます。 

 

〇計画の期間の延長 

計画期間を令和９年度まで延長し、７年間の計画とします。 

 

 

【計画統合スケジュール】 

計画 計画期間 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 

大田区こども 

未来計画 

令和７年度 

～令和 11 年度 
   

 

大田区子ども・ 

若者計画 
令和３年度 

～令和７年度 
   

おおた 子どもの 

生活応援プラン 
令和４年度 

～令和８年度 
   

  

中間見直しに合わ

せて「こども計画」

を策定 

計画期間

を延長 

「こども計

画」の計画

期間の開始 
計画期間

を延長 
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令和５年に閣議決定された「こども大綱」において、全てのこども・若者が、

日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、生涯にわた

る人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することが

でき、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、ひとしくその権利の擁護

が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイ

ング）で生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現を目指すことと

されました。 

 

「こども大綱」におけるこども施策に関する基本的な方針 

① こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を

保障し、こども・若者の今とこれからの最善の利益を図る 

② こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、と

もに進めていく 

③ こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に

支援する 

④ 良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな

状態で成長できるようにする 

⑤ 若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提とし

て若い世代の視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あ

いろ）の打破に取り組む 

⑥ 施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携

を重視する 

 

 

 
  


